
N
l
s
k
d

と
l
k
s
d
f
j

-
マ
イ

ト

リ

・
ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

の
無

我

と

原

始

仏

教

-

村

上

真

完

一 

は

じ

め

に

M
e
o
p
r
i
t
l
g
s
l
d
f

(
以
下
M
u

)
に

は
l
d
j
f
g
s
k
d
(
無
我
)

の
語

が

四

回

(
I
I
.
 
4
,
 
V
I
.
 
2
8
,
 
V
I
I
.
 
4
,
 
V
I
.
 
2
0

)
、
d
l
k
s
f
j
g
l
d
k
f

(
無
我

な
る
こ

と
、
無
我

の
境
地
)

が
三

回

(
V
I
.
 
2
0
,
 
V
I
.
 
2
1

〔
二
回
〕
)
用

い

ら

れ
、

n
e
w
i
u
t
o
e
i
r
t
(
無
我
論
)

(
V
I
I
.
 
8

)

の
語

も

見

え

る
。

い
ま

、

こ
こ

で

は
M
U

の
s
a
l
k
d
j
fの
意

味

の
考

察

に

も

と

つ

い

て
、

他

方

「
無

我

」

を

説

く

と

い
わ

れ

る

仏

教

(
い
ま
は
特
に
原
始
仏
教

聖
典
)

と

の
比
較

を
試

み
、

両

者

の
共

通

性

な

ら

び

に
相

違

を

明

ら

か

に

し
、

「
無
我

」

が
印

度

思

想

史

上

に

お

い

て
占

め
る

位
置

を

考

え

る

た

め

の
手

掛

り

と

し

よ
う

と
思

う

。

二
 
M
U

の

「
無

我

」

の
要

点

ま

ず
M
U

二

・
四

に

は

s
s
d
l
k
j
f
 
e
w
i
r
u
o
e
w
 
e
w
o
r
i
 
e
p
o
r
i
t
'
s
l
k
d
j
f
 
w
p
e
o
i
r
 
s
d
f
j
d
k
s
 
s
d
f
l
k
f
j
d
s
 
s
k
l
a
d
f
 
s
a
d
f
k
j
s
k
l

s
k
d
j
s
h
 
o
e
i
r
u
'
d
l
f
k
g
j
 
d
l
k
f
g

(
清
浄
、
清
潔
、
空
無
、
寂
静
、
無

生
気
、
無
我
、
無
辺
、
不
壊
、
堅
固
、
常
住
、
不

生
、
独

立
な
る
)

と

い

い
、

六

・
二

八

に
も

同

文

が

あ

り

、

七

・
四

に

は

始
め

の
七

語
、

六

・
三

一
に

は
始

め

の
四
語

(
以
下
を
a
d
i
〔
等
〕

と
い
つ
て
省
略
)
が

見

ら

れ

る
。

こ

の

一
連

の
形

容

語

の
主

語

は
、

「
身

体

を

し

て

精

神

あ

る

も

の
と

な

し
、

身

体

を
発

動

せ
し

む

る

も

の
」

(
二
・

四
)
、

プ

ル

シ

ャ

(
二

・
五
)

と
も

呼

ば

れ

る

が
、

六

・
三

一
に

よ

れ

ば

「
ア

ー

ト

マ

ン

と

は

何

か

」

と

い
う
問

い

に
答

え
る

も

の

で
あ

る
。

要

す

る

に
a
t
m
a
n

(
我
)

の
形

容

と

し

て
l
d
k
j
s
d
f(
無
我
)
が

い

わ

れ

て

い

る
。

六

・

二

八

に

は

ヨ
ー
ガ
修

行

の
境

地

に

お
け

る

主
体

に
関

し

て
言

わ

れ

て

い

る
。さ

ら

に
六

・
二
〇

に

よ

れ

ば
、

ヨ
ー

ガ

の
境

地

と

し

て
、

「
a
t
m
n
a

(
我
)

に
よ

つ

て
s
l
a
k
f
j(我
)
を

見

て
s
d
a
l
k
j
f
l(無
我
)

と
な

る
」

と

い

い
、
s
l
k
d
j
f
d
s

(
無
我
な

る
こ
と
、

無
我

の
境
地
)

と

い

い
、

解

脱

の
特
相

と

い
う

。

六

・
二

一
に

は

「
無

我

な

る

た

め

に
、

楽

・
苦

N
d
s
l
f
d
と
d
l
s
g
j
o
e
t

(
村

上
)
 

六
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N
i
a
t
h
s
l
k
d
a
n

と

a
l
k
s
d
f
j
l
s
d

(村

上
)
 

六

二

を

受

け

ず
、

独

存

位

を

得

る
」

と

い
う

。

ま

た

二

・
七

に

は

ア
ー

ト

マ

ン
に
関

し

て

「
わ
が

も

の

と

い
う

観

念

の
な

い

こ

と
n
i
a
t
h
s
n

」

が

い
わ

れ
、

他

方

、
「
《
そ

れ

は
我

で
あ

る
a
i
a
t
h
 
s
l
k
n

》
、

《
こ
れ

は

我

が

も

の
で
あ

る
f
i
a
t
h
 
s
l
k
d
a
n

》

と
考

え

る

も

の
は

、
ア
ー

ト

マ

ン

(
我
)
に

よ

つ
て

ア
ー

ト

マ
ン

(
我
)
を
縛

る
」

と

い

い
、
我

執
s
l
a
d
f
j
s
l
d

を

否

定

す

る

(
三

・
二
、

六

・
三
〇
)
。

我

執

を

殺

す

こ
と

は

「
無
我

」

と

な

る
前

段
階

に
述

べ
ら

れ

て

い

る

(
六

・

二
八
)
。

こ

こ
に

、
M
U

の

「
無

我
」

は
我

執

、

わ
が

も

の

と

い
う

観

念

の
否

定

を

含

む

こ

と
が
推

定

で

き

る
。

ま

た

一
方

「
意

の
s
a
l
k
d
j
f
d
s

に
よ

つ

て
無

我

に

な

る

」
(
六

・

二
〇
)

と

い

い
、
「
意

寂

滅

の
境

地
s
a
d
k
l
f
j
s
l
k
d
f
j

」
(
六

・
三
四
)
、

「
無

意

状

態
s
l
k
a
d
f
j
o
i
e
w
r

」

(
同
)
を
高

い
境

地

と

し
、

「
無

心
s
d
l
k
f
j
s
d

」

(
六
・

一
九
)
、

「
心

の
寂

滅

」

(
六

・
三
四
)
を

説

き
、

い

わ

ば

、

心

の
は

た

ら

き

の
滅

を

め

ざ

し

て

い
る
。

「
無

我

」

も

ま

た

そ

の
方

向

で

理

解

す

べ
き

も

の
と

考

え

る
。

M
U

七

・
八

に

は
無

我

論
d
s
l
f
k
s
d
s
a
d
fに

対

す

る

非

難

も

見

ら

れ

る

(
こ
れ
は
仏
教

に
対
す

る
非
難
と
考
え
ら
れ
る
)

と

は

い

え

、
M
U

が

「
無

我

」

に
高

い
位
置

を

与

え

て
い

る

こ

と
が

認

め

ら

れ

る
。

M
U

の

「
無

我
j
g
d
s
l
k
f
g
j
d

」
説

は

『
マ

ハ
ー

バ

ー

ラ
タ
』

(
C
s
l
d
f
s
d
f

e
d
.
 
3
.
 
2
0
3
.
 
3
8
;
 
1
2
.
 
2
4
2
 
1
0
;
 
1
2
.
 
1
9
2
.
 
2
2

)

に
も

影

響

を

与

え

て

い

る

と

指

摘

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

「
わ

が

も

の
と

い

う

観

念

の
な

い

巳

学

m
a
m
a
」

の
語

は

マ

ハ
ー

バ

ー

ラ
タ
を

は

じ

め

、
多

く

の
例

が

指

摘

さ

れ

て

い
る

(
P
W
)
。

こ

の

よ

う

に
M
U

の

「
無

我

」

の

思

弁

も

必

ず

(1
)

し

も
孤

立

し

た
も

の
で

は

な

い
よ

う

で

あ

る
。

三
 

仏

教

と

の
共

通

点

古
来

無

我

を

説

く

と

い

わ

れ

る
仏

教

と

M
U

の

「
無

我

」

説

と
を

比

較

し

て

み

る

と
、

ま
ず

共

通

点

が
指

摘

で

き
る

。

(
a
)
 

M
U

の
無

我

は

ヨ

ー

ガ
修
行

の
境

地

に
お

け

る
主

体

に
関

し

て

い
わ

れ
、

無

我

な

る

こ

と

は
解

脱

の
特

相

(
六

・
二
〇
)
、

独

存

位

(
六

・

二

一
)

と

い

わ

れ

る

の
を

を

見

た
。

こ

れ

に
対

比
さ

れ

る
仏

教

の

無

我

説

に

お

い

て
も

、

非

我

(
無

我
)

の
観

察

に
続

い

て
、

解

脱

、

解

脱

知

見

が

い

わ

れ

る
。

ま

た
後

の

い
わ

ゆ

る

三
法

印

に

お

い

て
も

、

無

我

の

次

に

は
浬

桀

寂

静

(
す
な
わ

ち
解
脱
、
さ
と
り
の
境
地
)

が

言

わ

れ

て
お

り

、
無

我

が
解

脱

(
浬
葉
)

に
深

く

関

わ
り

あ

つ
て

い
る

こ

と

が

示

唆

さ

れ

て

い

る
。

(b)

 

い

わ
ゆ

る

『
無

我

相

経
』

を

見

る

と

、

色

等

(
五
緬
)

の

無

常

と
苦

を
観

察

、

確

認

し

た
後

に

し
か
る
に
お
よ
そ
無
常
、
苦

に
し
て
変
異
の
法

(性
)
あ
る
も

の
を
、
《
こ
れ

は
わ
が
も

の
で

あ

る
e
d
s
l
a
k
f
j
 
s
a
l
k
d
f

》
、
《
私

は

こ
れ

で

あ

る
e
s
i
o
 
s
k
d
j
f

ア
ロ
ト
マ
ソ

a
s
l
k
d
f
j

》
、
《
こ
れ
は
私

の

我

で
あ
る
e
s
o
 
m
e
s
l
 
k
f
k
s
d

》
と
見
る

こ
と
は
適
当

で
あ
る
か
。
(
S
.
 
I
I
I

.
 p
.
 67
=
V
i
n
.
 
1
.
 

p
.
 
1
4

)

と
問

い

「
否

」

と

い
う

答

え

を

引

き

出

し

て

い

る
。

こ

れ

に

対

し

て

M
U

に

お

い

て

は
物

質

的

要

素

か

ら
成

る

原

素

我
k
s
l
d
j
f
o
e
iに

っ
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ア
ユ
ト
マ
ソ

い

て
、

「
a
h
a
m
 
s
o
,
 
m
a
k
d
s
l
 
i
d
a
m
 

と
考

え

る

も

の
は
、

我

に

よ

つ

ア
セ
ト
マ
ン

て

我

を

縛

る

」

(
三

・
二
、
六

・
三
〇
)
と

い

う
文

が

対

比

さ

れ

る

。

『
無

我

相

経

』

に
t
a
d
k
 
s
a
k
l
d
f
,
 
e
s
o
 
h
a
m
 
a
s
m
i
,
 
e
s
o
 
m
e
 
a
t
t
a

(
2
)

(
S
k
t
.
 
e
t
a
n
 
m
a
k
s
d
f
,
 
e
s
o
 
h
a
k
s
 
a
l
k
s
d
 
j
f
l
k
 
s
l
k
d
f

)

と

い
う

初

め

の

二

句

は
、
M
U

に

ほ

ぼ
同

文

を
見

出

せ
る

と

い
え

よ
う

。

と
も

に
束

縛

と

し

て
否

定

し

よ

う

と
す

る
意

図

も

同

様

で

あ

る
。

M
U

三

・
二

及

び

六

・
三
〇

に

お

い
て
、

我

が
我

を

縛

る

こ

と
を

、

「
鳥

が

網

に

(
縛

ら
れ
る
)
」
の
に

喩

え

て

い
る
。

こ

の
比

喩

は
仏

教

に
お

い

て
も

『
鳥

が
網

に

(
縛

ら
れ
た
)
よ

う

に

凡
人

は
欲

望

に
縛

せ
ら

れ

て

い
る
』

(
S
.
 
1
.
 

p
.
 
4
4

)
と

い
う
。

な
お
M
U

三

・
二

に

は

原
素

我

と
は

区

別

さ

れ

た

「
不

死

な

る

ア

ー

ト

マ

ン
」

は
蓮

花

の
葉

に

お
け

る
水

滴

に
た

と

え

ら

れ

る

(
k
s
l
d
j
f
 
s
l
k
d

p
k
f
d
j
s
k
d
 
d
f
s
d
f
d

)
。
同

じ
比

喩

は
仏

教

に
お

い

て
は

聖

者

(
s
k
l
d
f
j
d

)
に

つ

い

て

(
S
n
.
 
8
1
2

)、

比

丘

に

つ
い

て

(
S
n
.
 
3
9
2

)

い
わ

れ

て

い
る

。

M
U

の
無

我

説

に

お

い

て
、

「
わ
が

も

の
と

い
う

観

念

の

な

い

こ

と

n
k
j
f
s
l
f
s
a
d

」

三
・

七
)
及

び
、

我

執

(
s
l
a
d
k
f
j
s
d
f
k

)
を
離

れ

る

こ

と

が
説

か

れ

て

い

る

(
六

・
二
八
)
。

そ

し

て
我

執

あ

る

こ

と

が
、

我

の

束

縛

と
さ

れ

て

い
る
(

三
・
二
、
六
・

三
〇
)
。

仏

教

に
お

い

て
も

「
わ

が

も

の
と

い
う

執

着

(
観
念
)
」

(
m
s
a
d
k
f
 
S
n
.
 
1
1
9
,
 
4
6
6
,
 
8
0
,
 

8
0
9
,
 
9
5
0

1
0
5
,
 
e
t
c
.
,
 
l
d
k
g
d
f
l
 
d
l
f
g
k
 
d
l
f
g
k
d
 
d
f
l
g
k
d
 
k
d
f
l
g
k
d

S
n
.
 
4
,
 
1
3
2
,
 
3
2
8
,
 
3
7
0
1
,
 
4
6
9
 
4
9
4
,
 
5
3
7
,
 

6
3
1
,
 

7
8
6
,
 
8
8
9
,
 
9
4
3
 
e
t
.

)
 
を

否

定

す

る
。

そ

し

て

「
わ

が

も

の

と

い
う

観

念

(
執
着
)
の
な

い

(
k
l
s
d
a
j
f
k

S
n
.
 
2
2
0
,
 
4
9
4
,
 
4
9
5
 
7
7
7
 
e
t
c

)

の
が
理

想

と
さ

れ
る
。

さ

き

に

見

た

『
無

我

相

経

』

に

お

い

て
も

、
色

等

五

纏

の
無

常

、
苦

、

非

我

(
無
我
)

の
観

察

に
続

い

て

、
「
色

(
等
)
を

厭

離

す

る
k
l
s
d
j
f

」

と

い

い
、
続

い
て
、

解

脱

、

解

脱

知

見

を

得

る

と

す

る
。

色

等

五

纏

を

厭

離

す

る

と

い
う

の
は
、

さ

き

に

み

た
、

わ

が

も

の
と

い
う

観

念

を

は

な

れ
る

こ
と

に

ほ

か

な

ら

な

い

で
あ

ろ
う

。

(
c
)

 
『
無

我

相

経

』

に
は
M
U

と
は

異

な

つ
て
、

ヨ
ー

ガ

の
語

も

な

く

、

瞑

想

を
意

味

す

る
語

も

用

い

ら
れ

て

い
な

い
。

し

か

し
、

色

等

の

無

常

、

苦

、
非

我

の
観

察

、

厭

離

、

解

脱

、

解

脱
知

見

と

い
う

過

程

に

は
、

深

い
省
察

が

あ

る

も

の

と
考

え
ら

れ

る
。

無

常
、

苦

と

い
う

の
は

事

実

に

も

と

つ
く

所

与

の
体

験

で

あ

る
揚

合

が

あ

つ
て
も

、

非

我

の
観

察

と
そ

れ

に
続

く

厭

離

と

は
、

一
種

の
瞑

想

に

よ

つ
て
深

め

ら

れ

て
体

験

さ

れ

て
、
や

が

て
解

脱

、
解

脱

知

見

に
達

す

る

も

の
と

考

え

ら

れ

る

。

こ
れ

に
関

連

し

て
、

無

常

想
s
a
l
k
d
j
f

と

な

ら

ん

で
、

非

我

(
無
我
)
想
s
a
l
k
f
j
f
s

を

修

習

す

る
a
s
l
k
j
f
d
l
k
s
d

こ

と

な

ど

が
知

ら

れ

て
い

る

(
A
 
1.
 p
 
4
1
.
 
I
I
I
.
 
4
4
7
.
 
I
V
.
 
2
4
=
D
.
 
I
I
.
 

7
9)
。

想

も

修

習

も

、

と

も

に
瞑

想

に
関

す

る

用

語

で
あ

る
。

こ

こ

に
M
U

の
無

我

が

ヨ
ー

ガ
に

関

し

て
説

か

れ

て

い

る

こ

と

と

一
致

す

る

点

が
考

え

ら

れ

る
。

そ

し

て
そ

の
無

我

が

解

脱

に

関

す

る

こ

と

で
あ

る

こ

と

も
、
M
U

と

仏

教

(
『
無
我
相
経
』
)

と

に

共

通

す

る

こ

と
は

、

さ

き

に
も

触

れ

た
通

り

で
あ

る
。

(d)

次

に
M
U

に
お

い

て

は

ア
ー

ト

マ
ン

の
形

容

と

し

て

無

我

が

N
N
i
a
t
h
s
l
k
d
a
n

(
村

上
)
 

六
三
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N
N
i
a
t
h
s
l
k
d
a
n

と
l
s
a
d
f
l
k
s
d

(
村

上
)
 

六
四

説
か
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
説
は
原
始
仏
教
の
中
に

は
な

い
が
、
a
k
j
d
f
g
s
k
l
-
d
f
j
s
l
a
k

(『
大
乗
荘
厳
経
論
』)
九

。

二
三
偶
に
は

清
浄
な
る
空
性
に
お
い
て
、
無
我
な
る
最
上
我
を
得
た
る
が
故
に
s
a
l
k
d
f
j
-

(
3
)

m
k
l
j
f
a
d
s
l
k
fザ
諸
仏
は
清
浄
な

る
我
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

我

の
大
我
性
l
s
k
d
j
f
l
s
k
d
j
f

に
達

し
て
い
る
。

と

い
う

。

こ

の
偶

は

『
究

寛

一
乗

宝

性

論

』
巻

三

(大

31
 
八
二
九
下
)

や

『
仏

性
論

』

巻

二

(大

31
 

七
九
八
下
)
に

も

引

か

れ
る

。

ま

た
大

乗

の

『
大
般

浬
藥

経

』

に

は
種

々
に
大

我

を
説

く

が

、

そ

の

中
に
、
「浬
葉
無
我
大
自
在
故
名
為
二
大
我

」
(大
12
 
五
〇
二
下
、
七
四

六
中
)
と
も
言
う
。
と
も
に
無
我
を
理
由
と
し
て
大
我
が
説
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
無
我
な
る
我
が
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
、
M
U

の
無
我
説

に
対
応
す

る
思
弁
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
始
仏
教

に
は
な
い
説

で
あ

る
。

四
 
原
始
仏
教
と
の
相
違

以
上
に
お
い
て
M
U

と
仏
教
の
無
我
説
に
関
し
て
共
通
す

る
点
を

求
め
て
見
た
。
し
か
し
、
子
細
に
見
る
な
ら
ば
、
上
記
の
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
だ
け
で
も
、
重
要
な
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
に
相
違
を
明
ら
か
に

す
る
要
が
あ
る
。

(A)
 
ま
ず
上
記
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
三
(
b
)
に
お
い

て
、
M
U

の
l
k
s
d
f
j
d
a
dと
仏

教

の
l
k
s
d
a
j
f
l
s
k

を

対

比

し

た
が

、
語

形

は
明

ら

か

に

ち

が

う
。
k
l
d
a
f
j
l
s
d
k
に

相

当

す

る

パ

ー
リ
語

は
原

始

仏

教

聖

典

に
知

ら

れ

て

い
な

い
よ

う

で

あ

る
。
k
j
s
f
k

に

つ

い

、

て

も

同
様

で
あ

ろ
う
。

M

U

に

お

い

て

「
わ
が

も

の
と

い
う

観

念

の

な

い
こ

と
s
f
j
l
d
k
s
-

v
a
」

は
、

「
未

顕

現
、

微

細

、

不

可
見

、

不

可
取

な

る

こ

と
」

に

次

い

で

、

ア
ー

ト

マ
ン
に
関

し

て

い
わ

れ

て

い

る

(
二

・
七
)
の
に
対

し

て
、

原

始

仏

教
聖

典

『
ス

ッ
タ

ニ
パ

ー

タ
d
l
f
k
j
g
d
w
-
l
k
s
j
d
f
l

』

(
象

と
略
記
)
な

ど

に
説

か
れ

る
k
l
d
f
s
j
k
(
わ
が
も
の
と
い
う
観
念

〔執
着
〕

の
な

い
)

は
、

聖

者
f
k
s
l
j
f
k
s

(
s
n
 
5
5
0

)、

婆

羅

門

、

如

来

(
s
n
 
4
6
9

)
、

供

養

さ

る

べ
き

人

(
蜜

お
心
)

に
関

し

て
い
わ

れ

、

『
わ

が

も

の

と

い

う
観

念

な

く
行

う

べ
し

a
m
a
m
 
o
j
f
s
a
l
k
d
f

』

(
s
n
 
7
7
7
)

と
説

か

れ

る

の

で
あ

る
。

こ

こ

で

は

不

可
見

な

る
内

在

的

な

ア
ー

ト

マ

ン
を

問

題

と

は

し

て

い
な

い
。

も

つ
ぱ

ら
修

行

者

の
実

践

に

関
す

る

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

の

で
あ

る
。

ま

た

さ

き

に
関

説

し
た

「
蓮

花

の
葉

に

お

け

る

水
滴

」

の
比

喩

に

し

て
も

、
M
U

に

お

い
て

は

「
不

死

な

る

ア
ー

ト

マ
ン
」

に

つ
い

て
言

わ

れ

る

の
で
あ

る

が
、

仏

教

(
S
n)

で

は
聖

者

や

比

丘

に

つ

い
て
言

う

の

で

あ

つ
て
、

ア
ー

ト

マ

ン
に

つ

い
て

で

は

な

い
。

M
U

は

ア

ー

ト

マ

ン
を
論

ず

る

こ

と
を

主

と

し
、

修

行

者

の
実

践

生

活

に

つ
い

て
は

比
較

的

に
語

る

こ
と

が

少

な

い

の
に

対

し

て
、

原

始

仏

教

(
蜜

等
)
は

も

つ
ぱ

ら
実

践

を

問

題

と

し

て
、

不

可

取

な

る

ア
ー

ト

マ
ン
を

無
視

す

る

よ

う

で
あ

る
。
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他

方

、

行
為

や

責

任

の
主

体

、

修

行

の
主

体

と

し

て
、

他

と
は

区

別

さ

れ

る

「
我
」

を

重

ん

じ
、
「
我

を
護

る

べ
し

」

(
D
h
 
1

5
7
)
、

「
我

を

依

り

ど

こ

ろ

(州
)

と

し

て
住

せ

」

(
D
.
 
I
I
.
 

p
.
 HO
O
)
等

と

い
う

。

こ

の
よ

う

な
実

践

の
主

体

と
し

て

の

ア
ー

ト

マ

ン
に

つ

い

て
は

M

U
は
殆

ど

注

意

を

は

ら

わ
な

い
よ

う
だ

。

(
B
)

 
M

q

に
お

い

て
無
我
k
d
j
f
k
s
s
d
f

と

い
わ

れ

た

の

は

ア

ー

ト

マ

ン
に

外

な

ら
な

い

と
考

え
ら

れ

た

が
、

原

始

仏

教

で
は

そ

の
よ

う

に
考

え
ら

れ

る
記

述

は

な

い
。

さ

き

に
触

れ

た

『
無

我

相

経

』

で

は
、

色

・
受

・
想

・
行

・
識

の

(
五
纏

の
)
無

常
、

苦

、

非

我

(
無
我
)

を

い
う

の

で
あ

り
、

こ
れ

に
類

す

る

記

述

は

『
纏

相
応
l
k
d
s
j
f
s
 
d
k
f
j
a
s
f
j

』

(
S
.
 
V
o
l
.
 
I
I
I

)
に
多

い

の

で
あ

る

。

他
方

、
眼

・
耳

・
鼻

・
舌

・
身

・
意

あ

る

い

は
色

・
声

・

香

・
味

・
触

・
法

に

つ
い
て

無

常

・
苦

・
非

我

(
無
我
)

を

説

く

経

は

『
六

入
相

応
l
s
d
j
f
l
k
s
j
 
f
l
a
s
d
k
j
f
s
d

』

(
S
.
 
v
o
l
.
 
I
V

)

に
多

い
。

こ

こ

で

は

わ
れ

わ
れ

の
存

在

に

関

わ

る

一
切

の
も

の
を

、

要

素

ま

た

は
領

域

に
分

析

し

て
、

そ

の

一
々
が

我

で
は

な

い

こ
と
を

示

す

の

で
あ

る
。M
U

に

は

「
不

死

の

ア
ー

ト

マ
ン
」

と

「
原

素

我

」

と
を

区

別

す

る

な
ど

、

分

析

的

な

考

え

方

は

あ

る

が
、

す

べ
て

の
存

在
を

諸

要

素

に
分

析

し

て
、
そ

の

一
々
が

「
我

」

で

な

い

、
と
示

す

意

図

は

み

ら

れ

な

い
。

仏

教

で

は

先

に

見

た

よ
う

に
、

無

常

、

苦

、

非

我

と
続

け

る

の

で
あ

る

が

、
M

q

に

お

い
て
無

我
d
a
s
m
f
l
d
s
f
j

と
併

列

さ

れ
る

語

の
中

に

は

無

常

も

苦

も

見

ら

れ

な

い

。
(
か
え

つ
て
常
住
l
a
d
f
j
k
s
d

と
い
わ
れ
て

い
る
)
。

(4
)

な

お

、

漢

訳

(
雑
阿
含
)
の
系

統

で

は
、

無

常

、
苦

、

空

、
非

我

と

い
う

が
、

空
d
a
k
s
f
 
s
k
l
d
f
j

で

も
無

我

と
並

ん

で
あ

げ

ら

れ

て

い

た
も

の

で
あ

る
。

(
C
)

 
『
無

我

相

経
』

は

『
比

丘

た

ち

よ

、

色

は
非
我

で
あ
l
k
s
a
f
j
l

b
l
k
s
j
f
d
 
d
s
k
l
f
s

』

と
言

つ

て
始

ま

る
。

こ

こ
に

a
r

tta

(非
我

な
る
、
我

で
は
な
い
)

の
語

が

用

い
ら

れ

て

い
る
。

こ

れ

に
相
当

す

る

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
文

で
は
l
k
s
j
f
l
k
a
 
o
r
e
w
o
i
e
o
 
e
i
u
r
o
w

と

い

い
、
a
l
s
f
k
l

t
k
j
s
a
d
f

の
語

を

用

い

て
お

り
、

M

U

に
使

わ

れ

て

い

る
l
a
f
d
l
s
k
f
l
s
d

を

用

い
て

い

な

い

(
C
P
S
 
1
5
.
2
,
 
M
V
a
t
s
 
I
I
I
.
 

p
.
 
3
3
5

)
。

五
纏

の
非
我

の

み

な

ら
ず

、

眼

等

の
六

内

処

、
色

等

の
六

外

処

に

つ

い

て
も
l
s
d
g
l
k
f

に
相

当
す

る
語

を

用

い
ず
l
k
d
g
j
l
k
d
g
j

を

用

い
る

。
ま
た

諸

法
無

我

、
一
切

法

無

我

と

い

わ

れ
る

場
合

に

も
k
j
d
l
k
 
f
g
d
f
k
l
 
s
d
g
s
d
g

T
h
 
I
 
6
7
8
;
.
 
p
.
 
1
3
2
,
 
1
 
p
.
 
2
8
2
)
,
 
f
k
g
l
d
f

a
s
d
f
k
j
s
 

(
a
s
l
f
k
s
l
d
 
l
d
f
g
l
k
d
f
 
s
d
l
f
k
 
X
X
.
8

)

と

い

い
、
s
a
d
l
f
k
 
a
s
d
l
f
k

t
l
k
a
d
f
j
l

を

用

い
て

い

る
。

な

お

後

に
s
d
l
f
k
d
s
 
s
a
f
d
s
fな

ど

の

語

を

用

い
る
書

に
も

、

こ

の
場

合

に
は
d
l
s
k
f
g
 
j
l
k
l
d
k
 
f
g
f
j
g
k

(
5
)

の

よ
う

に
k
d
s
f
s
l
d
k
を

用

い
る
。

n
d
k
f
l

に
相

当

す

る

パ
ー

リ
語

は
o
i
a
f
k
s
d

(
n)
と

考

え

ら

れ

、

T
h
a
k
s
 
s
l
k
a
d
f
j
 
l
a
k
d
f
j
s
l
 
s
l
k
a
j
f
s
l
d
に
も

N
d
f
j
s
d
1
と
し

て
掲

げ

る
。

そ

の
典

拠

と

な

る

の

は
s
n
 
s
l
a
d
k
f
j
 
8
5
8

9
1
9
 と
そ

の
註

釈

で
あ

る
。
S
n
 
7
8
7
 
に

は

Z
l
k
s
d
j
f
l
s
d
k
f
j
l
s
 

(
村

上
)
 

六
五
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N
l
k
s
f
s
dと
d
l
f
k
d
s
l(村

上
)
 

六
六

近
づ
く
も
の
は

ま
こ
と
に
諸
法

(事
)
に

つ
い
て
論
難

を
う

け
る
。
近
づ
か

な

い
も

の
に

(
人
は
)
何
を
も

つ
て
論
難
を
語
ろ
う

か
。
何

と
な
れ
ば
、
彼

に
は
取
得
さ
れ
た
も
の
も
放
棄
さ
れ
た
も
な
く
j
k
f
s
f
 
s
d
f
f
s
 
h
i

ta
s
sa
 
a
t
t
h
i
彼

は
ま
さ
に
こ
こ
に
お

い
て
、

一
切
の
偏
見

を
掃

い
去

つ
た

か
ら
だ
。

と

い
う

。

水

野

弘

元

博

士

(
『
南
伝
大
蔵
経
』

第
二
十
四
巻
)

は
f
s
d
j
k
f
s
f
k
l
s
d

n
l
d
j
k
f
l
s
d
k
f
j

を

「
我

も

非

我

も

」

と
訳

し

て
お

り

、
そ

れ

な

り

に

意

味

あ

る
も

の
と
考

え

る

が
、

多

く

の
訳
者

は
別

に

見

て

い
る
。

右

に

試

み

た

訳

の
よ

う

に
見

て
も

意
味

は
通

る
と

考

え

ら

れ

る
。

蜜

八

五

八

に

は

彼

に
は

子
供
も
家
畜
も

田
畑
も
土
地

も
な

い
。
彼
に
は
取
得
さ

れ
た
も

の
も

放
棄

さ
れ
た
も

の
も
認

め
ら
れ
な

い
。
f
s
l
k
d
 
j
f
s
l
d
k
f
 
j
l
s
d
f
j

t
l
s
d
k
f
h
 
k
s
d
j
f
k
s
d
 
l
s
a
d
k
f
j
k
l
s
d

象

九

一
九
に
は

や
す
ら
ぎ

比
丘
は
た
だ
内
心
平
静

で
あ
る
べ
し
。
他
に
寂
静
を
求

め
る
な
。
内

心
平
静

な

る
も
の
に
は
、
取
得

(
固
執
)
さ
れ
た
も
の

は

な

い
。
ど

う

し

て
放

棄

(
拒
否
)

さ
れ
た

も
の
が
あ

ろ
う
か
。
s
a
l
k
d
f
j
l
 
a
s
f
d
f

(
l
s
d
k
j
f
 

に

は
f
d
k
g)
,

k
d
s
l
f
k
s
 
d
f
s
d
l

と

い
う
。

水

野

訳

で

は

い
ず

れ
も

、

我

、
非

我

と

あ

る

が
、

必

ず

し

も

そ

の
必

要

が
な

い

と
考

え

ら

れ

る
。
S
n
 
1
0
9
8
に

は

仁
u
s
d
k
f
j
d
m
 
n
i
-

N
j
k
s
f
l
k
d
 
s
f
l
d
s
k

(
取

り
あ
げ
ら

れ
た
も

の
あ
る
い
は
放
棄

さ
れ
た
も

の
も
)

と

あ

つ
て
、

こ

こ
で

は

「
無

我

」

の

意

に
解

す

る
余

地

は

な

い
。

さ

て
前

掲

の
詩

句

に
対

す

る
f
d
k
l
s
f
s
d
s

(
N
d
1と
略
)
p
.
 
8
2
=

2
4
8
=
3
5
2
に

は

a
t
t
a(p
.
 
3
5
2
,
 
a
t
t
a
n

)

(取
得

さ
れ
た
、
ま
た
は
我
?
)
と

い
う
常
見
s
a
-

s
k
s
a
d
h
f
k
j
s
d

が
な
く
、
a
j
d
g
l
d
f
k
g

(
p
.
 
3
5
2
,
 
d
f
l
g
d
f
g

)

(放

棄

さ

れ

た
、

ま
た
は
無
我
?
)

と
い
う
断
見
l
k
d
g
l
d
f
g
d
f
l
k

訂

が
な

い
。
g
l
d
f
k
g

(取
得

さ

れ
た
)

と
い
う
執

せ
ら
れ
た

も
の
k
l
s
j
f
d
l
s

も

な

く
、
g
l
d
k
g
j
l
d
f

(放
棄

さ

れ
た
)
と

い
う
脱
す

べ
き
も

の
k
l
s
j
f
l
d
k
sも
な
い
。
凡

そ
執

せ
ら

れ

た
も

の
が
あ
る

(
P
.
 
2
4
8
-
3
5
2
,
 

な

い
)

人
に
は
脱
す

べ
き
も

の
が
あ
る

(
p

2
4
8
-
3
5
2
,
 

な

い
)
。
凡
そ
脱
す

べ
き
も
の
が
あ
る

(
p
.
 
2
4
8
な

い
)
人
に
は

執

せ
ら

れ

た

も

の

が

あ

る

(
p
.
 
2
4
8
,
 

な

い
)
。
阿
羅
漢

は
執
取

・
脱
却
を

e
l
k
f
s
j
l
 
d
k
f
s
d
k
f

超
越

し
、
増
大

・
減
少
を
離
れ
て
い
る
 
云

々

と

い
う
。
S
n
の
註

穿
d
l
f
g
k
d
l
f
g
 
k
d
f
g
k
d
f
l
g
 
I
I
.
 
2

』

p
.
 
5
2
3
(
o
n
 
7
8
7)

に

は彼
に
は
実

に
我
見

あ
る

い
は
断

見
も
な
い
。
執
取

・
脱
却
d
s
l
k
g
j
l
d
k
f
g

-

n
a
s
m
あ

る
い
は

a
tta
-
f
l
d
a
k
f
a
s
d
l

(
取
得

・
放
棄
)
と
称
す
る
も

の
も
な

い

云

々

と

い
う
。

こ
れ

は

前

の
l
k
l
s
d
を

う

け

た

も

の

で
あ

ろ

う

。

さ

て

右

に

お

い
て
、
k
l
s
j
f
l
s
k
a
d
f

は
我

、

無

我

で
あ

る

と
断

定

し

て

い
る

わ

け

で

は

な

い
が

、

常

見

、

断

見

に
当

て

て

い
る
か

ら

、

我

、

無

我

と
考

え

ら

れ

る

の

で
あ

ろ

う

か

。

し

か

し
V
s

で

も

蜜

註

で
も

、

執

取

脱
却

eq
l
a
k
f
l
 
s
d
f
k
s
d
f

に

あ

て
、

と
く

に
N
d
1

で

は
l
k
k
g
d
f
l
g

(
執
せ
ら
れ

た
)

と
g
l
d
g
k
d
f
l
g(脱
す

べ
き
)
と

に
当

て

い
る

と

こ

ろ
を

見

れ
ば

、

我

、

無
我

の
解

釈

を

全

面
的

に

と

つ
て

い
る

も

の

と

は

考

え

ら

れ

な

い
。

む

し

ろ

、

巳
l
d
j
f
 
l
s
d
f
j
 
s
d
l
k
f
 
l
d
f
l
f
g

(
放
棄
さ
れ
た
)

に
相

当

す
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る
と
見
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
S
n
の
s
k
l
d
f
j
s
d

を
無
我
の
意
に
と
る
必
要
が
必
ず

し
も

な
い

こ
と
を
見
た
。
こ
の
ほ
か
に
k
l
s
d
f
j
k
l
s
d

に
あ
た
る
語
を
あ
げ
る

パ
ー

リ
資
料
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
無
我
説
に
関
し
て
用
い

ら
れ
る
の
は
、
原
始
仏
教
聖
典
で
は
、
も
つ
ば
ら
s
k
a
l
d
f
j
d
,
 
d
f
d
e
l
d
k
g
s
 
l
s
a
d
f
k
d
d
f

(
6
)

で
あ

る
。

(
D
)
l
k
d
g
j
l
d
f
g
k

を

「
無

我

な

る
」

と
訳

し
、
l
d
f
g
l
d
f
g
(
d
l
g
k
f
s
l
g
f
g

)

を

「
非

我

(
な

る
)
」

と

訳

し

て
き

た

が
、

両
者

は

同

意
語

で
あ

る

と
も

疑

わ

れ

る

の

で
検

討

し

て
み

よ

う

。

色
等

五
蔽

の

一
々
が
l
d
f
k
g
d
f
l

で

ア
な
ト
マ
ン

あ

る

と

い

う
場

合

は
、

存

在

を

分

析

し

て

一
々
が

「

我

で

は

な

い
」

と

い
う

も

の
と
解

し
う

る
。

多

く

の
経

が

五
纏

あ

る

い

は
六

処

に
分

析

し

て
示

し

た

の
も

、

一
々

「
我

で

な

い
」

こ
と

を

示

す

た

め

の
よ

う

に

考

え

ら

れ

る

。

こ
れ

に

よ

つ
て
結

局

「
我

が

な

い
」

と

示
唆

さ

れ

る

わ

け

で
あ

ろ

う

。

ま

た
色

等

五

緬

の

一
々
に

つ
い

て
、

「
こ
れ

は

わ

が

も

の
で

な
く
d
f
g
d
k
f
 
l
g
k
f
d
l
g
 
s
d
g
s
d
、

私

は

こ

れ

で

は

な
く

ア
ニ
ト
マ
ソ

n
l
d
g
k
d
g
d
l
 
s
g
j
l
s
d
f
s
l
 
a
d
k
f
j
d

こ

れ

は
私

の

我

で

は
な

い
n
a
 
l
k
d
g
f
 
j
d
l
s
 
f
g
d
f
g
」

(
S
 
I
I
I
.
 

p
.
 
6
8
=
v
i
n
.
 

p
.

(7
)

C
P
S
 
1
5
.
 
1
6

)
と
い
う
の
を
見
て
も

「
我
で
は
な
い
」
と
解
さ

れ
る
。

a
d
s
l
f
j
k
g
l
d
f
g

も
同
じ
く
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
訳
雑
阿
含
に
は

無
我
と
な
ら
ん
で
非
我
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
そ

の
非
我
は

a
k
l
g
d
f
g
j
d
f

の
訳
と
考
え
ら
れ
る
。

前
記
の

『
無
我
相
経
』
の
始
め
に
相
当
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
お
い
て

は
、
s
d
l
k
f
j
s
 
d
l
k
f
j
s
l
d
k
 
f
j
l
d
s
k
 
f
j
s
d
l

t
d
l
f
g
を

「
我

で

は

な

い
g
f
d
l
 
k
g
d
l
 
g
f
l
k
g

と
理
解

し

て

い
た

こ
と

が

わ
か

る

。

ま

た
、

ち

な
み

に
l
d
k
g
d
l
f
g
 
I
I
.
 
5

に

対

す

る
V
s
k
l
d
j
f
l
k
d
s

あ

る

い

は
、
d
f
l
g
k
d
 
f
g
f
l
g
j
 
e
w
o
r
t
u
冒

頭

な

ど

で

は

醤

甲

tm
a
n

は

「
ア
ー

ト

マ
ン
で

は

な

い

(
も
の
)
」

の
意

に
用

い
ら

れ

て

い

る
。以

上

の
よ

う

な
点

か

ら
、

仏

教

に

お

い

て
、
a
n
a
t
m
a
n
は

「
我

で

は

な

い
」

と

い

う

の
が
、

原

意

で

あ

つ
た

ろ
う

と
考

え

る

の

で
あ

る
。

(
9
)

し

か

し
、

「
我

が

な

い
」

と

い
う
解

釈

も

、

ほ

ど

な
く

行

わ

れ
、

n
i

(
1
0
)
 

(
1
1)

t
s
d
a
j
f
s
 
d
l
a
f
d
s

(無
我
)
と
い
う
語
も
後
に
は
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
 
結

び

以
上
、
M
U
と
原
始
仏
教

の
無
我
説
に
つ
い

て
比
較
を
試

み
た
結

果
、
共
通
す
る
如
き
点
も
あ
り
な
が
ら
、
よ
く
見
る
と
相
違
が
認
め
ら

れ
た
。
と
く
に
、
M
U

の
用
い
る
s
l
d
j
g
f
l
k
g
j
d

を
原
始
仏
教
で
は
用
い

ず
、
s
l
a
k
d
f
j
d

を
用
い
た
こ
と
、
後
者
は
「我
で
は
な
い
」
が
原
意
で
、

前
者
の

「無
我
な
る
」
と
は
本
来
異
な
る
こ
と

を
推
定

し
よ
う

と
し

た
。
こ
こ
に
、
M
U

の
無
我
が
原
始
仏
教
の
用
語
の
単
な
る
借
用
と
は

(
1
2)

考
え
が
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

仏
教
に
お
け
る
我
、
無
我

の
原
意
と
発
展
、
及
び
そ
れ
と
M
U
と
の

N
l
f
k
s
d
g
d
f

と
l
k
f
d
k
f
s
d
f

(
村

上
)
 

六
七
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N
l
k
s
j
f
s
d
l
k

と
f
l
s
d
k
f
l
s
d
f

(
村

上
)
 

六
八

関

係

な

ど
、

残

さ

れ

た
問

題

は
多

い
。

そ

れ

に

つ

い
て

は
他

の
機

会

に

侯

ち

た

い
。

1

『
文
化
』
第

34
巻
第

辺
号

(
昭
和
45
年
)

に
お
い
て
、

や
や
詳

し
く
論

ず

る
。
な
お
本
稿

に
お
け
る
略
号

は
主
に
T
h
s
a
f
 
k
d
s
k
j
d
 
s
l
s
d
f

p
k
j
s
d
l
k
 
f
j
d
s
k
l
f
j
s
d
l
k
f
 
j
l
d
s
f
j
s
 
l
d
k
o
e
i
r
u
o
 
X
I
I
-
X
I
V

に
よ
る
。

2
 
E
.
 
l
a
l
f
j
k
 
l
d
f
j
l
s
k
 
d
f
j
l
s
 
k
d
f
j
l
 

(
以
下
C
P
S
)
1
5
,

8
f
 
I
I
.
 
S
.
 
1
6
6
 
I
I
I
.
 
S
.
 
4
4
9
;
 
o
f
 
s
a
l
f
j
s
 
d
a
f
k
l
s
d

(
A
c
.
 
l
s
d
k
f

)
 
I
I
.

p
.
 
1
6
9

3

 

長

尾

雅

人
s
a
i
f
l
s
 
s
f
j
d
s
l
f
 
j
s
l
k
d
f
j
 
l
s
d
k
f
s

の
訂

正

(
l
g
d
l
g
 
l
d
f
k
g
 
j
g
d
f
k

に

よ

る
)

に
従

う

。

4
 

大

二
、
 
一
上
、

四
九
中

、

吾

中

。

(非

我

と

せ
ず

無

我

と

訳

し

て

い

る
、
大

二

、

き

上
、

垂

下

)
。
F
.
 
B
w
q
r
o
u
 
w
o
e
i
r
u
w
o
 
e
i
r
u
o
w

a
u
s
 
s
l
d
k
f
 
j
s
l
d
k
f
 
j
s
l
d
k
f
j
1
9
6
5
,
 
x
i
i
.
 
5
-
8

も

無

我

、

苦
、

空
、

非

我

(
無

我

)

と
続

け

て

い

る
。

出

曜
経

、

法

集

要

頽

経

も

同

じ

(
大

四
、

交

二中

下
、

七八
三
上

中
)
。

5
 

B
l
d
k
f
j
g
 
l
d
f
k
g
j
l
d
f
k
g
 
j
l
d
s
k
f
g
j
 
d
f
k
l
g
j
d
 

p
.
 
1
4
9

(
X
V
I
I
I
.
 
8
0

)

6
 

サ

ン
ス

ク

リ

ッ
ト

(
阿

含

)

資

料

で

は
上

掲

の
ほ

か

に
s
a
l
k
d
f
 
k
s
a
d
f
s
d

5
76
-
7
が

あ

る
。

7
 
M
s
l
d
f
k
d
 
I
I
I.
 p
.
 
3
3
6(但

し

第

三
句
n
a
s
f
 
s
l
a
k
d
f
j
l
s

)
f
s
d
l
k
f
-

d
s
k
d
-
f
s
d
k
 
I
I
.
 

p
.
 
1
6
9
 

に

も

同
文

が
あ

る
。

(
c
p
s
 
S
.
 
1
6
6

に

は

n
k
f
g
d
k
l
g
 
l
f
d
k
g

と

あ

る

が
、
S
.
 
4
4
9の
文

を

上

に
掲

げ

た

。)

な

お

五
纏

の

一
々
の
非

我

(
無

我
)

に

つ

い

て
、

『
色

を

ば
我

と

は

見

ず

、

(
n
s
a
d
l
 
k
f
s
l
a
 
d
k
f
j
s
 
d
s
f
s
d

我

は

色

を
有

す

る

と

も
(
見

)
ず

(
l
k
s
d
f
j
k
j
 
a
s
d
j
k
f
 
a
k
d
j

)
、

我

の
中

に

色

が

あ

る

と

も

(
見
)

ず

(
k
g
l
d
g
 
d
f
g
k
j
 
d
f
s
a
d

)
、

色

の
中

に
我

が

あ

る

と

も
(
見

)
な

い
(
j
k
s
d
k
l
 
f
h
s
a
 
l
k
f
s)
。

私

は
色

で

あ

る

(
s
j
f
l
k
 
l
k
d
f

)
、

色

は
わ

が
も

の

で
あ

る

(
r
e
w
o
p
t

t
k
d
f
l
s
d
f

)
と

い
う

と
ら

わ

れ

が

あ

る
も

の

で

は

な

い
』

(
S
.
 
I
I
I
.
 

p
.
 
4
;

o
f
.
 
I
I
I
.
 

p
p
.
 
17,
 
5
7
,
 
M.
 
I
.
 

p
.
 
3
0
0
,
 
I
I
I
.
 

p
.
 
1
8〔
と
も

に
g
l
d
f
k

H
k
j
s
d
f
h
s

以

下

を

い

わ
な

い
〕
)

と

い
う

よ

う

に
、

色

等

五
緬

と

我

と

の
関

係

を

四

種

に
分

つ
て
考

察

し

て

い

る
場

合

が

あ

る
。

こ

れ

は
さ

き

の

『
無

我

相

経

』

の
場

合

よ

り

も
論

理

的

に
進

ん

だ

見
方

と
考

え

ら

れ

る
。

8

 
l
k
f
j
s
l
 
d
f
j
s
d
a
 
l
k
f
d
s
 
l
k
f
d
s
,
 
1
6
3

こ

れ

は

チ
ベ

ッ
ト
訳

の
律

の
破
僧

事

(
『
影

印

北
京

版

西

蔵

大

蔵

経
』
第

42
巻
N
o
.
 
1
3
0
 
1
7
,
 
p
.
 
4
5
 
(
f
o
l

4
2
a
1)

に

あ

た

る
。

9
 

漢

訳

に

お
け

る

「
無

我

」

の
訳

語

も

こ

れ

を

示

し

て

い

る

し
、

チ
ベ

ッ

ト
訳

で
も
、

例

え

ば
l
a
s
d
f
j
k
l
s
k
d
f
j
 
X
I
I
.
 
8

(
H
.
 
B
f
l
d
s
f

刊

本

)
に

は
、

h
d
a
s
f
 
k
d
j
h
s
k
d
j
 
f
h
s
k
d
j
f
…

(
一
切

諸

行

は
無
我

で
あ

る

と
)

い

う
。

1
7
h

12
 
さ
き

に
三
(
d
)
に
触

れ
た
よ
う

に
、

大
乗
仏
教

に
M
U

と
対
比
す
べ
ぎ
思

弁

が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
M
U

と
後

の
仏
教

と
の

関
係

に
つ
い
て
は
他

日
に
期

し
た
い
。
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